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DATA FILE 嘉詠 
名 前 CALCITE （カルサイH ／方解石 

化学組成 CaC03 

色 

光 沢 

蛍 光 

無色、白色、灰色、青色、ピソク色、黄色など 

ガラス光沢、真珠光沢 

青色、ピンク色、赤色、黄色など 

条 痕 白色 

勇 開 完全 

断 口 貝殻状 

硬 度 

し虜尋遣極蝋黛一ざ，.ー葛器三i業こ編熱蹴 

せき かい ほう 

方解石 
a 

英名の「力ルサイト」は、ギリシャ 

語で「石灰石」を意味する言葉を語 

源としている。和名は、極めて完全 

な男開があることに由来する。 
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比 重 普 

アメリ力のミシガン州 

で産出した、ピンク色 

の方解石。包有物とし 

て自然銅をともなう。 

石英、苦灰石、霞石、 

珪灰石、黄鉄鉱、重 

晶石など、さまざま 

な鉱物と共生する。 

素焼きの陶板にこ 

すりつけると白色 

の条痕が残る。 

1 

ハンマーでたたく 

とマッチ箱を押し 

つぷしたような形 

に割れ、貝殻状の 

断口があらわれる。 

紫外線ランプを照射す 

ると、青色、ピンク色、 

赤色、黄色などの蛍光 

を示すものがある。 
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覇;-,=- I轟駐畿鞭舞 
炭酸塩鉱物 

~藻I 癖ン’尋選と‘g 戸‘ミ」ーコ虜fl警競＆ーi ▼虹色の内部反射を示す方解石。 

ふたつの光線に分かれる「複屈折」 

方解石の結晶は、テーブル状や柱状のほか、針状、犬牙状、 

大きな塊秩で生成し、希壇酸をかけると激しく魅を出して溶 

ける。純粋なものは無色だが、含有する副成分によってさま 

ざまな色合いを示し、光の丙蔀反射によって結晶表面が虻芭 

に見えるものも存在する。方解石が持つ特徴のなかで最も有 

名なものが「複屈折」だ。これは、方解石の中を光が通過す 

るとき、ふたつの光線に分かれて異なる方向に光を放つ性質 

のことで、質の良い結晶の男開面を通すと、文字や線が二重 

に見える現象として知られる。複屈折は水晶などの鉱物でも 

見られるが、方解石が最も顕著であるため、確認しやすい。 

石灰岩や大理石を構成 

最も一般的に産出する鉱物のひとつである方解石は、石灰 

岩や大理石の大部分を構成し、生石灰（酸化カルシウム）や 

セメントの原料になる。鐸乳洞の中で見られる「鐘乳若」ゃ 

「石笥」も方解石を主成分としてできたもので、そのほかに、 

金属鉱床の脈石としても豊富に産出する。また、イタリアで 

産出するクリーム色の方解石の業塊は「カララ大理石」と呼 

ばれ、彫刻や墓石に利用されている。 
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▲柱状で産出した方解石。 

主な産地 

イタリア 

アイスランド昭 
「アイスランドース 

パー」と呼ばれる方 

蟹戸が見つかる轟 

日本 
、 

乞 各地で見られ、大分 

みW藁の繭生鉱笛からは 

軸 
とうめl・ 

透朋の大きな結晶が 

産y 図凹 
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フランスn 
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1 

アメリカ 

くっげき び 

ト石灰岩の空隙に微 
きl・ 

細な針状結晶であ 

らわれた方解石。 
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